
(57)【要約】

　ＣＤＭＡ通信システム（100）では、第１の時間期間

（401）の前の時間において、第１の時間期間（401）の

間のダウンリンク共用チャネル上の伝送を受信する第１

の移動局を選択し、かつ第1の時間期間（401）の前の時

間において、第２の時間期間（402）の間のダウンリン

ク共用チャネル上の伝送を受信する第２の移動局を選択

することによって、通信資源を効率的に使用するための

方法および装置を提供する。ダウンリンク共用制御チャ

ネルの伝送電力レベルは、第１の時間期間（401）と共

に期間（403）において判断され、第１の時間期間（401

）の間の伝送のためのダウンリンク共用チャネルの伝送

電力レベルは、少なくとも、オーバーラップしている時

間期間（403）の間のダウンリンク共用チャネルの判断

された伝送電力レベルに基づいて判断される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 　 “ ｎ ” を 時 間 ス ロ ッ ト の 指 標 と し て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ － ３ ” に お い て 、 時 間 ス ロ ッ
ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 １ の 移 動 局
を 選 択 す る こ と と 、
　 　 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ － ３ ” に お い て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の
前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 ２ の 移 動 局 を 選 択 す る こ と と 、
　 　 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 前 記 第 ２ の 移 動 局 へ の 伝 送 の た め の ダ ウ
ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る こ と と 、
　 　 少 な く と も 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用
制 御 チ ャ ネ ル の 前 記 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル に 基 づ い て 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し
ｎ ＋ ２ ” の 間 の 伝 送 の た め の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る
こ と と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 、 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 で 、 前
記 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル で 、 前 記 第 １ の 移 動 局 へ 伝 送 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ” に お い て 、 前 記 第 ２ の 移 動 局 で チ ャ ネ ル 状 態 を 評 価 し て 、 前 記 第 ２
の 移 動 局 が 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ
ネ ル 上 の 次 の 伝 送 の た め の 最 良 の 候 補 で あ る か ど う か を 判 断 す る こ と と を さ ら に 含 む 請 求
項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 ３ の 移 動 局 を 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共
用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る た め の 最 良 の 候 補 と し て 選 択 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項
３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 、 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル
上 で 、 前 記 第 ３ の 移 動 局 へ 伝 送 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 　 “ ｎ ” を 時 間 ス ロ ッ ト の 指 標 と し て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ － ３ ” に お い て 、 時 間 ス ロ ッ
ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 １ の 移 動 局
を 選 択 す る た め の 手 段 と 、
　 　 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ － ３ ” に お い て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の
前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 ２ の 移 動 局 を 選 択 す る た め の 手 段 と
、
　 　 第 ２ の 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 前 記 第 ２ の 移 動 局 へ の 伝 送 の た め
の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る た め の 手 段 と 、
　 　 少 な く と も 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用
制 御 チ ャ ネ ル の 前 記 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル に 基 づ い て 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し
ｎ ＋ ２ ” の 間 の 伝 送 の た め の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る
た め の 手 段 と を 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 、 前 記 専 用 共 用 チ ャ ネ ル 上 で 、 前 記 判 断 さ
れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル で 、 前 記 第 １ の 移 動 局 へ 伝 送 す る た め の 手 段 を さ ら に 含 む 請 求 項 ６ 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ” に お い て 、 前 記 第 ２ の 移 動 局 で チ ャ ネ ル 状 態 を 評 価 し て 、 前 記 第 ２
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の 移 動 局 が 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ
ネ ル 上 の 次 の 伝 送 の た め の 最 良 の 候 補 で あ る か ど う か を 判 断 す る た め の 手 段 を さ ら に 含 む
請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 ３ の 移 動 局 を 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共
用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る た め の 最 良 の 候 補 と し て 選 択 す る た め の 手 段 を さ ら に 含 む
請 求 項 ８ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 、 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 で
、 前 記 第 ３ の 移 動 局 へ 伝 送 す る た め の 手 段 を さ ら に 含 む 請 求 項 ９ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 　 “ ｎ ” を 時 間 ス ロ ッ ト の 指 標 と し て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ － ３ ” に お い て 、 時 間 ス ロ ッ
ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 １ の 移 動 局
を 選 択 し 、 か つ 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ － ３ ” に お い て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋
５ ” の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 ２ の 移 動 局 を 選 択 す る た
め の プ ロ セ ッ サ と 、
　 　 前 記 プ ロ セ ッ サ と 通 信 す る よ う に 接 続 さ れ た デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 レ ベ ル セ レ ク タ
ー で あ っ て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 前 記 第 ２ の 移 動 局 へ の 伝 送 の た
め の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 し 、 か つ 少 な く と も 、 前 記 時
間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル の 前 記 判 断
さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル に 基 づ い て 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 の 伝 送 の た
め の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る た め の デ ー タ レ ー ト お よ
び 電 力 レ ベ ル セ レ ク タ ー と を 含 む 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 　 前 記 デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 セ レ ク タ ー に 通 信 で 接 続 さ れ た 変 調 器 、 信 号 拡 散 器 、 お
よ び 増 幅 器 で あ っ て 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 、 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共
用 チ ャ ネ ル 上 で 、 前 記 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル で 、 前 記 第 １ の 移 動 局 へ 伝 送 す る た め の
変 調 器 、 信 号 拡 散 器 、 お よ び 増 幅 器 を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ０ 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ” に お い て 、 前 記 第 ２ の 移 動 局 で チ ャ ネ ル 状 態 を
評 価 し て 、 前 記 第 ２ の 移 動 局 が 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の 前 記 ダ
ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 次 の 伝 送 の た め の 最 良 の 候 補 で あ る か ど う か を 判 断 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、 第 ３ の 移 動 局 を 、 前 記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の
前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る た め の 最 良 の 候 補 と し て 選 択 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 変 調 器 、 信 号 拡 散 器 、 お よ び 増 幅 器 が 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間
に 、 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 、 前 記 第 ３ の 移 動 局 へ 伝 送 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 　 第 １ の 時 間 期 間 の 前 の 時 間 に お い て 、 前 記 第 １ の 時 間 期 間 の 間 の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ
ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 １ の 移 動 局 を 選 択 す る こ と と 、
　 　 第 ２ の 時 間 期 間 の 前 の 時 間 に お い て 、 前 記 第 ２ の 時 間 期 間 の 間 の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ
ャ ネ ル 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 ２ の 移 動 局 を 選 択 す る こ と と 、
　 　 前 記 第 １ の 時 間 期 間 と オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 時 間 の 間 に 前 記 第 ２ の 移 動 局 へ の 伝 送
の た め の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る こ と と 、
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　 　 少 な く と も 、 前 記 第 １ の 時 間 期 間 と オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 前 記 時 間 期 間 の 間 の 前 記
ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル の 前 記 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル に 基 づ い て 、 前 記 第 １ の
時 間 期 間 の 間 の 伝 送 の た め の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る
こ と と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 時 間 期 間 の 間 に 、 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 で 、 前 記 判 断 さ れ た 伝 送
電 力 レ ベ ル で 、 前 記 第 １ の 移 動 局 へ 伝 送 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の 時 間 期 間 の 前 の 時 間 か 、 ま た は そ の 間 に お い て 、 前 記 第 ２ の 移 動 局 で チ ャ ネ
ル 状 態 を 評 価 し て 、 前 記 第 ２ の 移 動 局 が 、 前 記 第 ２ の 時 間 期 間 の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共
用 チ ャ ネ ル 上 の 次 の 伝 送 の た め の 最 良 の 候 補 で あ る か ど う か を 判 断 す る こ と を さ ら に 含 む
請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 第 ３ の 移 動 局 を 、 前 記 第 ２ の 時 間 期 間 の 間 の 前 記 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 の 伝 送 を
受 信 す る た め の 最 良 の 候 補 と し て 選 択 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ の 時 間 期 間 と オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 前 記 時 間 期 間 の 間 に 、 前 記 ダ ウ ン リ ン ク
共 用 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 、 前 記 第 ３ の 移 動 局 へ 伝 送 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ９ 記 載 の
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 ね 、 通 信 の 分 野 、 と く に 、 セ ル ラ 通 信 シ ス テ ム に お け る 通 信 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 符 号 分 割 多 重 ア ク セ ス （ code division multiple access, CDMA） 通 信 シ ス テ ム に お い
て 、 移 動 局 の ユ ー ザ ま た は 基 地 局 に よ る 無 駄 な 必 要 以 上 の 伝 送 は 、 シ ス テ ム 容 量 を 低 減 す
る こ と に 加 え て 、 他 の 移 動 局 の ユ ー ザ を 干 渉 す る 。 通 信 シ ス テ ム は 、 デ ィ ジ タ ル 化 さ れ た
言 語 、 静 止 画 像 ま た は 動 画 、 テ キ ス ト メ ッ セ ー ジ 、 お よ び 他 の タ イ プ の デ ー タ の ワ イ ヤ レ
ス 無 線 伝 送 を 含 む 通 信 サ ー ビ ス を 提 供 す る 。 通 信 シ ス テ ム の 送 信 機 内 の 符 号 器 は 、 符 号 化
す る た め に デ ー タ パ ケ ッ ト を 受 信 す る 。 各 デ ー タ パ ケ ッ ト は 、 １ 時 間 フ レ ー ム に お い て 伝
送 さ れ る 。 受 信 先 は 、 デ ー タ パ ケ ッ ト の 送 信 前 に 、 搬 送 波 対 干 渉 （ carrier to interfere
nce, C/I） の よ う な チ ャ ネ ル 状 態 の 情 報 を 、 送 信 源 へ 報 告 す る 。 送 信 源 は 、 Ｃ ／ Ｉ 情 報 を
使 用 し て 、 デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 電 力 レ ベ ル ま た は デ ー タ レ ー ト 、 あ る い は こ の 両 者
を 選 択 し て 調 節 す る 。 Ｃ ／ Ｉ は 、 デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 前 の 数 時 間 ス ロ ッ ト に お い て
測 定 さ れ る 。 し か し な が ら 、 チ ャ ネ ル 状 態 は 、 数 時 間 ス ロ ッ ト に お い て 相 当 に 変 化 す る 。
こ の た め 、 選 択 さ れ た 電 力 レ ベ ル お よ び デ ー タ レ ー ト が 、 最 適 レ ベ ル で な い こ と が あ る 。
し た が っ て 、 選 択 さ れ た デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 レ ベ ル は 、 送 信 時 間 に お け る チ ャ ネ ル 状
態 の 最 適 レ ベ ル よ り も 、 よ り 高 い か 、 ま た は よ り 低 く な る こ と が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 目 的 お よ び 他 の 目 的 の た め に 、 通 信 シ ス テ ム の 通 信 資 源 を 効 率 的 に 使 用 す る た め の
方 法 お よ び 装 置 が 必 要 と さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 通 信 シ ス テ ム で は 、 第 １ の 時 間 期 間 の 前 の 時 間 に お い て 、 第 １ の 時 間 期 間 の 間
に ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 で 伝 送 を 受 信 す る 第 １ の 移 動 局 を 選 択 し 、 第 1の 時 間 期 間
の 前 の 時 間 に お い て 、 第 ２ の 時 間 期 間 の 間 に ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル 上 で 伝 送 を 受 信 す
る 第 ２ の 移 動 局 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 通 信 資 源 を 効 率 的 に 使 用 す る た め の 方 法 お よ び
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装 置 を 提 供 す る 。 第 １ の 時 間 期 間 と オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 時 間 期 間 の 間 に 第 ２ の 移 動 局
へ 伝 送 す る た め の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 し 、 第 １ の 時 間
期 間 の 間 の 伝 送 の た め の ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 、 少 な く と も 、 第
１ の 時 間 期 間 と オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 時 間 期 間 の 間 の ダ ウ ン リ ン ク の 共 用 制 御 チ ャ ネ ル
の 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル に 基 づ い て 判 断 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 特 徴 、 目 的 、 お よ び 長 所 は 、 別 途 記 載 さ れ る 詳 細 な 説 明 を 、 添 付 の 図 面 と 共 に
参 照 す る と き 、 同 じ 参 照 符 号 が 全 体 的 に 対 応 し て 同 定 さ れ 、 よ り 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 は 、 米 国 電 気 通 信 工 業 会 （ Telecommunication Industry Assoc
iation, TIA） お よ び 他 の 標 準 規 格 協 会 に よ っ て 発 行 さ れ た 種 々 の 標 準 規 格 に お い て 開 示
さ れ 、 記 載 さ れ て い る 符 号 分 割 多 重 ア ク セ ス （ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ ） 技 術 に し た が う 無 線 通 信 の た め
の シ ス テ ム に 取 入 れ ら れ る 。 こ の よ う な 標 準 規 格 に は 、 TIA/EIA-95の 標 準 規 格 、 TIA/EIA-
IS-2000の 標 準 規 格 、 IMT-2000の 標 準 規 格 、 UMTSお よ び WCDMAの 標 準 規 格 を 含 み 、 こ こ で は
、 全 て を 参 考 に 取 り 上 げ る 。 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム は 、 “ TIA/EIA/IS-856 cdma2000 High R
ate Packet Data Air Interface Specification” に も 詳 し く 記 載 さ れ て お り 、 こ こ で は
、 こ れ を 参 考 と し て 取 り 上 げ る 。 標 準 規 格 の コ ピ ー は 、 ワ ー ル ド ワ イ ド ウ エ ブ の ア ド レ ス
、 お よ び に ア ク セ ス す る か 、 ま た は TIA(Stand
ards and Technology Department, 2500 Wilson Boulevard, Arlington, VA 22201, Unit
ed States of America)へ 手 紙 を 書 く こ と に よ っ て 得 ら れ る 。 こ こ で 参 考 に 取 り 上 げ ら え
て い る UMTSの 標 準 規 格 と し て 一 般 に 特 定 さ れ る 標 準 規 格 は 、 3GPP Support Office(650 Ro
ute des Lucioles-Sophia Antipolis, Valbonne-France)に 連 絡 を と る こ と に よ っ て 得 ら
れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 通 信 シ ス テ ム に お い て 通 信 資 源 を 効 率 的 に 使 用 す る た め の 新 規 で 向 上 し た 方 法
お よ び 装 置 を 記 載 す る 。 こ こ に 記 載 さ れ て い る １ つ 以 上 の 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 デ ィ ジ タ
ル 無 線 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 関 連 に お い て 記 載 さ れ て い る 。 こ の 関 連 の 中 で 使 用 す る の が
効 果 的 で あ る が 、 本 発 明 の 異 な る 実 施 形 態 を 、 異 な る 環 境 ま た は 構 成 に お い て 取 入 れ て も
よ い 。 一 般 に 、 こ こ に 記 載 さ れ て い る 種 々 の シ ス テ ム は 、 ソ フ ト ウ エ ア 制 御 プ ロ セ ッ サ 、
集 積 回 路 、 ま た は デ ィ ス ク リ ー ト な 論 理 を 使 用 し て 形 成 さ れ る 。 こ の 出 願 全 体 に お い て 参
照 さ れ る デ ー タ 、 命 令 、 コ マ ン ド 、 情 報 、 信 号 、 シ ン ボ ル 、 お よ び チ ッ プ は 、 電 圧 、 電 流
、 電 磁 波 、 磁 界 ま た は 磁 粒 、 光 の 界 ま た は 粒 子 、 あ る い は そ の 組 合 せ に よ っ て 適 切 に 表 現
さ れ る 。 さ ら に 加 え て 、 各 ブ ロ ッ ク 図 に 示 さ れ て い る ブ ロ ッ ク は 、 ハ ー ド ウ エ ア ま た は 方
法 の ス テ ッ プ を 表 現 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 、 通 信 シ ス テ ム 100の 全 体 的 な ブ ロ ッ ク 図 を 示 し て お り 、 通 信 シ ス テ ム 100は 、 符
号 分 割 多 重 ア ク セ ス （ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ ） 通 信 シ ス テ ム の 標 準 規 格 に し た が っ て 動 作 し 、 一 方 で 本
発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 を 取 入 れ る こ と が で き る 。 通 信 シ ス テ ム 100は 、 音 声 、 デ ー タ 、 ま
た は こ の 両 者 の 通 信 に 用 い ら れ る 。 一 般 に 、 通 信 シ ス テ ム 100に お い て 、 基 地 局 (base sta
tion, BS)101は 、 移 動 局 （ mobile station, MS） 102な い し 104の よ う な 多 数 の 移 動 局 間 、
並 び に 移 動 局 102な い し 104と 公 衆 交 換 電 話 お よ び デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 105と の 間 に 通 信 リ
ン ク を 与 え る 。 本 発 明 の 主 要 範 囲 お よ び 種 々 の 長 所 か ら 逸 脱 し な い な ら ば 、 図 １ の 移 動 局
は デ ー タ ア ク セ ス 端 末 ま た は ユ ー ザ 装 置 と 呼 ば れ 、 基 地 局 は デ ー タ ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク
と 呼 ば れ る 。 基 地 局 101は 、 基 地 局 制 御 装 置 お よ び ベ ー ス ト ラ ン シ ー バ シ ス テ ム の よ う な
、 多 数 の 構 成 要 素 を 含 む 。 簡 潔 化 の た め に 、 こ の よ う な 構 成 要 素 は 示 さ れ て い な い 。 基 地
局 101は 、 他 の 基 地 局 、 例 え ば 基 地 局 160と も 通 信 す る 。 移 動 交 換 局 （ 図 示 さ れ て い な い ）
は 、 通 信 シ ス テ ム 100の 種 々 の 動 作 態 様 を 、 ネ ッ ト ワ ー ク 105と 、 基 地 局 101と 、 160と の 間
の 迂 回 中 継 199に 関 係 し て 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 基 地 局 101は 、 基 地 局 101か ら 伝 送 さ れ た 順 方 向 リ ン ク （ ダ ウ ン リ ン ク ） 信 号 を 介 し て 、
受 信 可 能 領 域 内 の 各 移 動 局 と 通 信 す る 。 順 方 向 リ ン ク （ forward link） と い う 用 語 と ダ ウ
ン リ ン ク (down link)と い う 用 語 と は 同 義 で あ る 。 移 動 局 102な い し 104を 目 標 に し て い る
順 方 向 リ ン ク 信 号 を 合 計 し て 、 順 方 向 リ ン ク 信 号 106を 形 成 す る 。 順 方 向 リ ン ク 信 号 106を
受 信 す る 各 移 動 局 102な い し 104は 、 順 方 向 リ ン ク 信 号 106を 復 号 し て 、 そ の ユ ー ザ に 宛 て
ら れ た 情 報 を 抽 出 す る 。 基 地 局 160も 、 基 地 局 160か ら 伝 送 さ れ た 順 方 向 リ ン ク 信 号 を 介 し
て 、 受 信 可 能 領 域 内 の 移 動 局 と 通 信 す る 。 移 動 局 102な い し 104は 、 対 応 す る 逆 方 向 リ ン ク
（ ア ッ プ リ ン ク ） を 介 し て 基 地 局 101お よ び 160と 通 信 す る 。 ア ッ プ リ ン ク （ uplink） と い
う 用 語 と 逆 方 向 リ ン ク (reverse link)と い う 用 語 と は 同 義 で あ る 。 各 逆 方 向 リ ン ク は 、 各
移 動 局 102な い し 104の 逆 方 向 リ ン ク 信 号 107な い し 109の よ う な 逆 方 向 リ ン ク 信 号 に よ っ て
維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ソ フ ト ハ ン ド オ フ の 状 況 で は 、 基 地 局 101お よ び 160は 、 共 通 の 移 動 局 と 通 信 す る 。 例 え
ば 、 移 動 局 102は 、 基 地 局 101お よ び 160と 近 接 し 、 基 地 局 101お よ び 160の 両 者 と の 通 信 を
維 持 す る こ と が で き る 。 順 方 向 リ ン ク で は 、 基 地 局 101は 順 方 向 リ ン ク 信 号 106を 伝 送 し 、
基 地 局 160は 順 方 向 リ ン ク 信 号 161を 伝 送 す る 。 逆 方 向 リ ン ク で は 、 移 動 局 102は 逆 方 向 リ
ン ク 信 号 107を 伝 送 し 、 逆 方 向 リ ン ク 信 号 107は 、 基 地 局 101お よ び 160の 両 者 に よ っ て 受 信
さ れ る 。 基 地 局 101お よ び 160は 、 ソ フ ト ハ ン ド オ フ で デ ー タ パ ケ ッ ト を 移 動 局 102へ 伝 送
す る た め に 、 同 じ 情 報 を 同 時 に 移 動 局 102へ 伝 送 す る 。 逆 方 向 リ ン ク で は 、 基 地 局 101お よ
び 160の 両 者 は 、 移 動 局 102か ら の ト ラ ヒ ッ ク デ ー タ 伝 送 を 復 号 す る こ と を 試 み る 。 こ れ ら
の 基 地 局 101お よ び 160は 、 順 方 向 リ ン ク 上 で パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル も 伝 送 し 、 移 動 局 が 順 方
向 リ ン ク 上 の 種 々 の チ ャ ネ ル を 復 号 す る の を 助 け る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 受 信 し た Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 信 号 を 処 理 し 、 復 調 す る の に 使 用 さ れ る 受 信 機 200の ブ ロ ッ
ク 図 を 示 し て い る 。 受 信 機 200は 、 逆 方 向 お よ び 順 方 向 リ ン ク 信 号 上 の 情 報 を 復 号 す る の
に 使 用 さ れ る 。 受 信 （ Rx） サ ン プ ル は 、 Ｒ Ａ Ｍ 204内 に 記 憶 さ れ る 。 受 信 サ ン プ ル は 、 無
線 周 波 数 ／ 中 間 周 波 数 （ radio frequency/intermediate frequency, RF/IF） シ ス テ ム 290
お よ び ア ン テ ナ シ ス テ ム 292に よ っ て 生 成 さ れ る 。 ア ン テ ナ シ ス テ ム 292は Ｒ Ｆ 信 号 を 受 信
し 、 Ｒ Ｆ 信 号 を Ｒ Ｆ ／ Ｉ Ｆ シ ス テ ム 290へ 送 る 。 Ｒ Ｆ ／ Ｉ Ｆ シ ス テ ム 290は 、 従 来 の Ｒ Ｆ ／
Ｉ Ｆ 受 信 機 で あ っ て も よ い 。 受 信 し た Ｒ Ｆ 信 号 は 、 フ ィ ル タ ー に か け ら れ 、 ダ ウ ン コ ン バ
ー ト さ れ 、 デ ィ ジ タ ル 形 式 に さ れ 、 ベ ー ス バ ン ド 周 波 数 で Ｒ ｘ サ ン プ ル が 形 成 さ れ る 。 サ
ン プ ル は 、 デ マ ル チ プ レ ク サ （ demultiplexer, demux） 202へ 供 給 さ れ る 。 デ マ ル チ プ レ
ク サ 202の 出 力 は 、 サ ー チ ャ 装 置 206お よ び フ ィ ン ガ ー 素 子 208へ 供 給 さ れ る 。 制 御 装 置 210
は 、 こ れ ら に 接 続 さ れ て い る 。 合 成 器 212は 、 復 号 器 214と フ ィ ン ガ ー 素 子 208と に 接 続 さ
れ て い る 。 制 御 装 置 210は 、 ソ フ ト ウ エ ア に よ っ て 制 御 さ れ る マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ で あ っ
て も よ く 、 同 じ 集 積 回 路 上 か 、 ま た は 別 個 の 集 積 回 路 上 に 位 置 付 け ら れ る 。 復 号 器 214に
お け る 復 号 関 数 は 、 連 接 さ れ た ソ フ ト 出 力 ビ タ ビ ア ル ゴ リ ズ ム ま た は タ ー ボ 復 号 器 に し た
が う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 動 作 中 に 、 受 信 サ ン プ ル は デ マ ル チ プ レ ク サ 202へ 供 給 さ れ る 。 デ マ ル チ プ レ ク サ 202は
、 サ ー チ ャ ー 装 置 206お よ び フ ィ ン ガ ー 素 子 208へ サ ン プ ル を 供 給 す る 。 制 御 装 置 210は 、
サ ー チ ャ ー 装 置 206か ら の サ ー チ 結 果 に 基 づ い て 、 フ ィ ン ガ ー 素 子 208が 異 な る 時 間 ず れ で
受 信 信 号 を 復 調 す る よ う に 構 成 す る 。 復 調 の 結 果 は 合 成 さ れ 、 復 号 器 214へ 送 ら れ る 。 復
号 器 214は 、 デ ー タ を 復 号 し て 、 復 号 さ れ た デ ー タ を 出 力 す る 。 チ ャ ネ ル の 逆 拡 散 は 、 受
信 し た サ ン プ ル を Ｐ Ｎ 系 列 の 複 素 共 役 で 乗 算 し 、 １ つ の タ イ ミ ン グ 仮 説 で ウ オ ル シ ュ 関 数
を 割 当 て 、 結 果 の サ ン プ ル を 、 し ば し ば 統 合 お よ び ダ ン プ ア キ ュ ム レ ー タ 回 路 （ 図 示 さ れ
て い な い ） を 使 用 し て 、 デ ィ ジ タ ル で フ ィ ル タ ー に か け る こ と に よ っ て 実 行 さ れ る 。 こ の
よ う な 技 術 は 、 こ の 分 野 に お い て 一 般 に 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 種 々 の 態 様 を 取 入 れ る た め の 送 信 機 300の ブ ロ ッ ク 図 を 示 し て い る 。
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制 御 チ ャ ネ ル ま た は ト ラ ヒ ッ ク チ ャ ネ ル に 関 係 す る デ ー タ は 、 変 調 の た め に 変 調 器 301へ
入 力 さ れ る 。 変 調 は 、 Ｑ Ａ Ｍ 、 Ｐ Ｓ Ｋ ， ま た は Ｂ Ｐ Ｓ Ｋ の よ う な 、 一 般 に 知 ら れ て い る 変
調 技 術 に し た が う 。 デ ー タ は 、 変 調 器 301に お い て デ ー タ レ ー ト で 符 号 化 さ れ る 。 デ ー タ
レ ー ト は 、 デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 レ ベ ル セ レ ク タ ー 303に よ っ て 選 択 さ れ る 。 デ ー タ レ
ー ト の 選 択 は 、 受 信 先 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 に 基 づ く 。 情 報 は 、 受 信 機 に お け る デ ー
タ レ ー ト 要 求 お よ び チ ャ ネ ル 状 態 の 情 報 を 含 む 。 し た が っ て 、 デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 レ
ベ ル セ レ ク タ ー 303は 、 変 調 器 301に お け る デ ー タ レ ー ト を 選 択 す る 。 変 調 器 301の 出 力 は
、 信 号 拡 散 動 作 を 通 過 し て 、 ブ ロ ッ ク 302に お い て 増 幅 さ れ 、 ア ン テ ナ 304か ら 伝 送 さ れ る
。 ま た 、 パ イ ロ ッ ト 信 号 は 、 ブ ロ ッ ク 307に お い て 生 成 さ れ る 。 パ イ ロ ッ ト 信 号 は 、 ブ ロ
ッ ク 307に お い て 適 切 な レ ベ ル へ 増 幅 さ れ る 。 パ イ ロ ッ ト 信 号 の 電 力 レ ベ ル は 、 受 信 側 の
チ ャ ネ ル 状 態 に し た が う 。 パ イ ロ ッ ト 信 号 は 、 合 成 器 308に お い て 、 制 御 ま た は ト ラ ヒ ッ
ク チ ャ ネ ル 信 号 と 合 成 さ れ る 。 合 成 信 号 は 、 増 幅 器 309に お い て 増 幅 さ れ 、 ア ン テ ナ 304か
ら 伝 送 さ れ る 。 デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 レ ベ ル セ レ ク タ ー 303は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 に
し た が っ て 伝 送 信 号 の 増 幅 レ ベ ル に 対 す る 電 力 レ ベ ル も 選 択 す る 。 選 択 さ れ た デ ー タ レ ー
ト と 電 力 レ ベ ル と の 組 合 せ は 、 受 信 先 に お け る 伝 送 デ ー タ の 適 切 な 復 号 化 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 基 地 局 か ら 移 動 局 へ の 伝 送 は 、 い く つ か の チ ャ ネ ル に よ る 。 図 ４ を 参 照 す る と 、 異 な る
チ ャ ネ ル の 伝 送 の 時 間 線 が 示 さ れ て い る 。 チ ャ ネ ル は 、 ダ ウ ン リ ン ク 伝 送 に お い て 、 移 動
局 間 で 共 用 さ れ る 。 基 地 局 は 、 異 な る 時 間 ス ロ ッ ト に お い て 、 共 用 チ ャ ネ ル 上 で 、 異 な る
移 動 局 へ 伝 送 す る 。 ダ ウ ン リ ン ク 共 用 チ ャ ネ ル （ downlink shared channel, DSCH） 上 で
伝 送 す る 前 の 約 ２ つ の 時 間 ス ロ ッ ト に お い て 、 基 地 局 は ２ つ の 時 間 ス ロ ッ ト を 使 用 し て 、
ダ ウ ン リ ン ク 共 用 制 御 チ ャ ネ ル （ downlink shared control channel, DSCCH） 上 で 、 直 ぐ
次 の 時 間 ス ロ ッ ト に お け る Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ の 伝 送 の 種 々 の 態 様 に 関 す る 制 御 情 報 を 、 移 動 局 へ 伝
送 す る 。 １ つ の 実 施 形 態 に し た が う と 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で の 伝 送 は 、 ３ つ の 時 間 ス ロ ッ ト に わ
た っ て も よ い 。 例 え ば 、 基 地 局 は 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ － ２ ” お よ び “ ｎ － １ ” に お い て 、
Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ 上 で 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で 同 じ 移 動 局 へ 伝 送 す る の に 使 用 さ れ た 変 調 方 式 お よ び 変 調
順 序 の よ う な 制 御 情 報 を 伝 送 す る 。 基 地 局 は 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ３ ” に お い て
、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で 、 前 の ２ つ の 時 間 ス ロ ッ ト の 間 に Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ 上 で 報 告 さ れ た の と 同 じ 変 調
順 序 お よ び 変 調 方 式 で 、 移 動 局 へ 伝 送 す る 。 移 動 局 は 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ を 復 号 し 、 復 号 さ れ た
情 報 を 使 用 し て 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 情 報 を 復 号 す る 。 変 調 順 序 お よ び 変 調 方 式 は 、 同 じ 移 動 局
か ら 既 に 受 信 し た フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。 基 地 局 送 信 機 300は 、 デ ー
タ レ ー ト お よ び 電 力 セ レ ク タ ー 303を 介 し て 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ の 間 の 伝 送 の た め の 適 切 な 変 調 方
式 お よ び 順 序 を 選 択 す る 。 本 発 明 の 実 施 形 態 に し た が っ て 、 選 択 に は 、 基 地 局 に お け る 有
効 電 力 お よ び 可 能 な 搬 送 波 対 干 渉 レ ベ ル を 考 慮 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 基 地 局 に よ っ て 用 い ら れ る 送 信 機 300内 の プ ロ セ ッ サ 390は 、 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 に
し た が っ て 種 々 の 移 動 局 へ の Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ の 伝 送 を ス ケ ジ ュ ー ル す る 。 プ ロ セ ッ サ 390は 、 “
ｎ ” を 時 間 ス ロ ッ ト の 指 標 と し て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ － ３ ” に お い て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ
な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 １ の 移 動 局 を 選 択 す る 。 本 発 明 の 実
施 形 態 に し た が っ て 、 プ ロ セ ッ サ 390は 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 に Ｄ
Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 ２ の 移 動 局 も ほ ぼ 同 時 に 選 択 す る 。 デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力
レ ベ ル セ レ ク タ ー 303は 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 、 第 ２ の 移 動 局 へ
制 御 情 報 を 伝 送 す る た め の Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る 。 判 断 さ れ る 電 力 レ ベ
ル は 、 第 ２ の 移 動 局 か ら 受 信 し た 前 の フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 に 基 づ く 。 本 発 明 の 実 施 形 態 に
し た が っ て 、 デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 レ ベ ル セ レ ク タ ー 303は 、 少 な く と も 、 時 間 ス ロ ッ
ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 の 第 ２ の 移 動 局 へ の Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ の 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ
ル に 基 づ い て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２ ” 上 で の 第 １ の 移 動 局 へ の 伝 送 の 間 に お け
る Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る 。 送 信 機 300は 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ な い し ｎ ＋ ２
” の 間 に 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で 、 判 断 さ れ た 電 力 レ ベ ル で 、 第 １ の 移 動 局 へ 伝 送 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 プ ロ セ ッ サ 390は 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ” に お い て 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ 上 の 第 ２ の 移 動 局 へ の 伝
送 の 前 に 、 第 ２ の 移 動 局 に お け る チ ャ ネ ル 状 態 を 評 価 し 、 第 ２ の 移 動 局 が 、 依 然 と し て 前
記 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 次 の 伝 送 の た め の 最 良 の 候 補
で あ る か ど う か を 判 断 す る 。 第 ２ の 移 動 局 が 依 然 と し て 最 良 の 候 補 で あ る と き は 、 送 信 機
300は 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ 上 で 、 第 ２ の 移 動 局 へ
伝 送 す る 。 第 ２ の 移 動 局 が 最 良 の 候 補 で な い と き は 、 新 し い 移 動 局 が 選 択 さ れ る 。 プ ロ セ
ッ サ 390は 、 第 ３ の 移 動 局 を 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３ な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 の Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の
伝 送 を 受 信 す る た め の 最 良 の 候 補 と し て 選 択 す る 。 送 信 機 300は 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ ３
な い し ｎ ＋ ５ ” の 間 に Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で 第 ３ の 移 動 局 へ 伝 送 す る た め に 選 択 さ れ た 変 調 方 式 お
よ び 変 調 順 序 に 関 し て 、 時 間 ス ロ ッ ト “ ｎ ＋ １ な い し ｎ ＋ ２ ” の 間 に 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ 上 で 、
第 ３ の 移 動 局 へ 伝 送 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 通 信 シ ス テ ム 100で は 、 基 地 局 101内 の プ ロ セ ッ サ 390は 、 第 １ の 時 間 期 間 401の 前 の 時 間
に お い て 、 第 １ の 時 間 期 間 401の 間 に Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 伝 送 を 受 信 す る 第 １ の 移 動 局 を 選 択 す
る 。 第 １ の 時 間 期 間 401の 前 の 時 間 で は 、 第 ２ の 時 間 期 間 402の 間 に Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 伝 送 を 受
信 す る 第 ２ の 移 動 局 も 選 択 さ れ る 。 デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 レ ベ ル セ レ ク タ ー 303は 、 第
１ の 時 間 期 間 401と オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 時 間 期 間 403の 間 に 、 第 ２ の 移 動 局 へ の 伝 送 の
た め の Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る 。 デ ー タ レ ー ト お よ び 電 力 レ ベ ル セ レ ク タ
ー 303は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に し た が っ て 、 第 １ の 時 間 期 間 401と オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る
時 間 期 間 403の 間 に 、 少 な く と も 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ の 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 に 基 づ い て 、 第 １ の
時 間 期 間 401の 間 の 伝 送 の た め の Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ の 伝 送 電 力 レ ベ ル を 判 断 す る 。 送 信 機 300は 、 第
１ の 時 間 期 間 401の 間 に 、 Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で 、 判 断 さ れ た 伝 送 電 力 レ ベ ル で 、 第 １ の 移 動 局 へ
伝 送 す る 。 プ ロ セ ッ サ 390は 、 第 １ の 時 間 期 間 401の 前 の 時 間 に お い て 、 第 ２ の 移 動 局 に お
け る チ ャ ネ ル 状 態 を 評 価 し 、 第 ２ の 移 動 局 が 、 第 ２ の 時 間 期 間 402の 間 の Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 次
の 伝 送 の た め の 最 良 の 候 補 で あ る か ど う か を 判 断 す る 。 チ ャ ネ ル 状 態 が 、 第 ３ の 移 動 局 が
第 ２ の 時 間 期 間 402の 間 の Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 伝 送 を 受 信 す る の に 、 よ り 良 好 で あ る と き は 、 第
２ の 時 間 期 間 402の 間 の Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 の 伝 送 を 受 信 す る た め の 最 良 な 候 補 と し て 、 第 ３ の 移
動 局 を 選 択 す る 。 送 信 機 300は 、 選 択 さ れ た 変 調 方 式 お よ び 変 調 順 序 に し た が っ て Ｄ Ｓ Ｃ
Ｈ 上 で 第 ３ の 移 動 局 へ 伝 送 す る の に 、 第 ２ の 時 間 期 間 402を 選 択 す る こ と を 、 第 ３ の 移 動
局 へ 知 ら せ る た め に 、 第 １ の 時 間 期 間 401と オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 時 間 期 間 403の 間 に 、
Ｄ Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ 上 で 、 第 ３ の 移 動 局 へ 伝 送 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 技 術 に お い て 熟 練 し た 技 能 を も つ 者 は 、 本 明 細 書 に お い て 開 示 さ れ て い る 実 施 形 態
に 関 係 し て 記 載 さ れ て い る 種 々 の 例 示 的 な 論 理 ブ ロ ッ ク 、 モ ジ ュ ー ル 、 回 路 、 お よ び ア ル
ゴ リ ズ ム の ス テ ッ プ が 、 電 子 ハ ー ド ウ エ ア 、 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ エ ア 、 ま た は こ の 両 者
の 組 合 せ と し て 実 行 さ れ る こ と も 分 か る で あ ろ う 。 ハ ー ド ウ エ ア お よ び ソ フ ト ウ エ ア の こ
の 互 換 性 を 明 ら か に 示 す た め に 、 種 々 の 例 示 的 な 構 成 要 素 、 ブ ロ ッ ク 、 モ ジ ュ ー ル 、 回 路
、 お よ び ス テ ッ プ が 、 上 述 で 全 体 的 に 機 能 に 関 し て 記 載 さ れ て い る 。 こ の よ う な 機 能 が 、
ハ ー ド ウ エ ア と し て 実 行 さ れ る か 、 ま た は ソ フ ト ウ エ ア と し て 実 行 さ れ る か は 、 全 体 的 な
シ ス テ ム に 課 さ れ た 特 定 の 応 用 お よ び 設 計 の 制 約 に 依 存 す る 。 熟 練 し た 技 能 を も つ 者 は 、
各 特 定 の 応 用 に お い て 、 記 載 の 機 能 を 種 々 の や り 方 で 実 行 す る が 、 こ の よ う な 実 行 の 決 定
は 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 か ら 逸 脱 し て い な い と 解 釈 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 実 施 形 態 と 関 係 し て 記 載 さ れ て い る 種 々 の 例 示 的 な 論 理 ブ ロ
ッ ク 、 モ ジ ュ ー ル 、 お よ び 回 路 は 、 汎 用 プ ロ セ ッ サ 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ （ digita
l signal processor, DSP） 、 特 定 用 途 向 け 集 積 回 路 （ application specific integrated
 circuit, ASIC） 、 フ ィ ー ル ド プ ロ グ ラ マ ブ ル ゲ ー ト ア レ イ （ field programmable gate 
array, FPGA） ま た は 他 の プ ロ グ ラ マ ブ ル 論 理 装 置 、 デ ィ ス ク リ ー ト な ゲ ー ト ま た は ト ラ
ン ジ ス タ 論 理 、 デ ィ ス ク リ ー ト な ハ ー ド ウ エ ア 構 成 要 素 、 あ る い は 本 明 細 書 に 記 載 さ れ て
い る 機 能 を 実 行 す る よ う に 設 計 さ れ て い る も の の 組 合 わ せ で 構 成 ま た は 実 行 さ れ る 。 汎 用
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プ ロ セ ッ サ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ で あ っ て も よ い が 、 そ の 代 わ り に 、 従 来 の プ ロ セ ッ サ
、 制 御 装 置 、 マ イ ク ロ 制 御 装 置 、 ま た は 状 態 機 械 で あ っ て も よ い 。 プ ロ セ ッ サ は 、 計 算 機
の 組 合 せ 、 例 え ば 、 １ 台 の Ｄ Ｓ Ｐ と １ 台 の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 、 複 数 の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ
サ 、 １ 台 以 上 の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ と １ つ の Ｄ Ｓ Ｐ の コ ア 、 ま た は 他 の こ の よ う な 構 成 と
し て も 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る 実 施 形 態 と 関 係 し て 開 示 さ れ て い る 方 法 ま た は ア ル ゴ リ ズ ム
の ス テ ッ プ は 、 ハ ー ド ウ エ ア 、 プ ロ セ ッ サ に よ っ て 実 行 さ れ る ソ フ ト ウ エ ア モ ジ ュ ー ル 、
ま た は 組 合 せ に お い て 直 接 に 具 現 さ れ る 。 ソ フ ト ウ エ ア モ ジ ュ ー ル は 、 Ｒ Ａ Ｍ メ モ リ 、 フ
ラ ッ シ ュ メ モ リ 、 Ｒ Ｏ Ｍ メ モ リ 、 Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ メ モ リ 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ メ モ リ 、 レ ジ ス タ 、 ハ
ー ド デ ィ ス ク 、 取 り 外 し 可 能 な デ ィ ス ク 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 、 ま た は こ の 技 術 に お い て 知 ら れ
て い る 他 の 形 態 の 記 憶 媒 体 内 に あ っ て も よ い 。 例 示 的 な 記 憶 媒 体 は プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ
、 し た が っ て 、 プ ロ セ ッ サ は 、 記 憶 媒 体 か ら 情 報 を 読 み 出 し 、 記 憶 媒 体 へ 情 報 を 書 込 む こ
と が で き る 。 そ の 代 り に 、 記 憶 媒 体 は プ ロ セ ッ サ と 一 体 構 成 で あ っ て も よ い 。 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ は
、 ユ ー ザ 端 末 内 に あ っ て も よ い 。 そ の 代 り に 、 プ ロ セ ッ サ お よ び 記 憶 媒 体 は 、 デ ィ ス ク リ
ー ト な 構 成 要 素 と し て 、 ユ ー ザ 端 末 内 に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て の こ れ ま で の 記 載 は 、 こ の 技 術 に 熟 練 し た 技 能 を も つ 者 が 、
本 発 明 を 作 成 ま た は 使 用 で き る よ う に す る た め に 与 え ら れ て い る 。 当 業 者 に は 、 こ れ ら の
実 施 形 態 に 対 す る 種 々 の 変 更 が 容 易 に 分 か り 、 か つ 本 明 細 書 で 定 義 さ れ て い る 全 体 的 な 原
理 は 、 発 明 の 能 力 を 使 用 す る こ と な く 、 他 の 実 施 形 態 に 適 用 し て も よ い 。 し た が っ て 、 本
発 明 は 、 本 明 細 書 に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る の で は な く 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ
て い る 原 理 お よ び 新 規 な 特 徴 に 一 致 す る 最 も 幅 広 い 範 囲 に し た が う こ と を 意 図 さ れ て い る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 に し た が っ て 動 作 す る こ と が で き る 通 信 シ ス テ ム 100を
示 す 図 。
【 図 ２ 】 デ ー タ を 受 信 し て 、 受 信 デ ー タ を 復 号 す る た め の 通 信 シ ス テ ム 受 信 機 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 に し た が っ て 、 デ ー タ フ レ ー ム に よ っ て デ ー タ を 伝 送 す
る た め の 通 信 シ ス テ ム の 送 信 機 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 に し た が っ て １ つ 以 上 の 移 動 局 へ の デ ー タ パ ケ ッ ト の 伝
送 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 100・ ・ ・ 通 信 シ ス テ ム 、 106,161・ ・ ・ 順 方 向 リ ン ク 信 号 、 107,108,109・ ・ ・ 逆 方 向
リ ン ク 信 号 、 199・ ・ ・ 迂 回 中 継 、 200・ ・ ・ 受 信 機 、 300・ ・ ・ 送 信 機 、 304・ ・ ・ ア ン テ
ナ 、 308・ ・ ・ 合 成 器 、 309・ ・ ・ 増 幅 器 、 401・ ・ ・ 第 1の 時 間 期 間 、 402・ ・ ・ 第 ２ の 時
間 期 間 、 403・ ・ ・ 第 ３ の 時 間 期 間 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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